職務経歴書

        

20**年**月**日現在         

氏名：○○　○○

1. 職務概要
例1

大学を卒業後、○○株式会社にて主に○○業向けの○○○管理システムの開発や、○○○の制御システムの開発を約○年間にわたり担当。その後、現職の株式会社○○にて製造業向け生産管理システムの開発や、基幹業務システムの開発を担当し、現在に至る。
例2

○○○株式会社にて企業向けERPシステムの開発に携わりました。主に製造業、流通業を担当し、詳細設計・開発・テストなどの業務に従事。その後、ユーザとの要件定義、基本設計を経験し、現在はプロジェクトリーダーとしての業務を遂行しています。

例3

入社以来○○システムの導入/運用を担当。その後、要件定義・設計·開発·評価まで一連の流れを経験し、プレSEとしても活動。現在、要員4名のリーダーとして、要員管理や進捗管理などのチームマネージメント、業務プロセス標準化やスキル/ノウハウ共有などの品質向上/効率化推進施策も含め、業務を遂行中。
2. 職務経歴

　

　株式会社○○○○　（在職期間：20**年～現在に至る）　　〔雇用形態：正社員〕

　事業内容：シンテムインテグレーション事業・ソフトウェアの受託開発など

　本社所在地：東京都　資本金：○億円　年商：○○億円　従業員数：○○○名　東証一部上場

　

　20**年*月　第一システム部配属（勤務地：東京都）

	期間
	プロジェクト名および業務内容
	開発環境等
	役割等

	20**年**月

|

20**年**月

（*ヶ月）
	○○○株式会社様向け／在庫管理システム

資材等の在庫管理システムリプレース

· 詳細設計

· PG、テスト（単体、結合）


	OS：

Ｗｉｎｄｏｗｓ

DB：

ORACLE

言語：

Java
	開発を担当

開発チーム：10名



	20**年**月

|

20**年**月

（*ヶ月）


	製造業向け／受発注システム

自動車部品製造会社の受発注システムの開発。DBよりデータを取得し、帳票出力を行う部分について設計から結合テストまでを担当。
· 詳細設計

· PG、テスト（単体、結合）

· システムテスト、運用テスト支援（障害対応）
	OS：

Windows

DB：

ORACLE
言語：

Java
	開発を担当

開発チーム：6名



	20**年**月

|

20**年**月

（*ヶ月）


	建設業向け／財務管理システム

財務管理（入出金、債権管理、経費管理）パッケージソフトのカスタマイズ

· 詳細設計

· PG、テスト（単体、結合）

· システムテスト、運用テスト支援（障害対応）

	OS：

Windows

DB：

SQLServer 

言語：

Java

VBScript
	開発を担当

開発チーム：15名

	20**年**月

|

20**年**月

（*ヶ月）


	○○様向け／基幹システム

販売／会計システムの開発。会計部分の設計及び、全般の開発フェーズを担当。開発フェーズにおいては開発チームのサブリーダーとして開発標準の作成・構成管理やメンバーの進捗管理を行う。

· 要件定義支援

· 基本設計、詳細設計

· PG、テスト（単体、結合）

· システムテスト、運用テスト

	OS：

Ｓｏｌａｒｉｓ

（DBサーバ）

Windows

（画面系開発）

DB：

Ｏｒａｃｌｅ10g

言語：

Java
	開発チームのサブリーダー担当

開発チーム：

10名程度



	20**年**月

|

20**年**月

（**ヶ月）


	某社向け／生産管理システム

Webによる生産管理支援システム

· 要件定義

· 基本設計

· システムテスト、運用テスト
※プロジェクトリーダーを初めて担当し、仕様検討から現地調整までの全てを担当しました。
メンバーのスケジュール管理と工数管理を行い、予定利益率を上回る成果を残しました。
納入後の不具合もなく、もともと取引が途絶えていたお客様でしたが、本案件の結果を評価いただき、その後は継続して引き合いを頂いています。
	OS：

Linux

DB：

Oracle 

言語：

Java

javascript

	プロジェクトリーダー

開発チーム：３名



3. PCスキル／テクニカルスキル

· OS：Windows（5年）、UNIX（1年）、Linux（1年）
· DB：Oracle（5年）、SQLServer（4年）
· 言語：Java（5年）、VBScript（1年）、Javascript（1年）

4. 生かせる経験

（記載例）

· 生産／財務／会計／在庫管理アプリケーションの設計･開発の経験があります。
· 作業フェーズは要件定義、基本設計、詳細設計、実装、テストとソフトウェア開発の一連を経験しています。
· 得意な開発言語は主にJava、VBScriptです。また、PHP等のWebシステム開発向けのスクリプト系言語の開発プロジェクトも経験しております。
· リーダー経験（進捗管理、要員管理、協力会社管理、見積/納品管理）
· 打ち合わせから設計、プログラミング、総合テスト、導入支援、保守までの全工程を経験しています。

5. 取得資格等
	20**年**月
	普通自動車運転免許　取得

	20**年**月
	ソフトウェア開発技術者　取得

	20**年**月
	日本商工会議所簿記検定　３級　取得

	英語力
	実用英語検定準2級　取得（20**年）

※現在のレベル：
読解は可能（但し、辞書必要）


6. 自己PR

例1

現職では、生産管理を中心として、財務／会計／在庫管理関連の業務システム開発を約○年程経験しており、また、業務系のシステム運用の経験が○年あります。

近年は開発チームのリーダーとして、営業メンバーと見積・納品作業等に携わり、プロジェクト管理を実施しております。その中でメンバーにアドバイスをすることも多く、知識の共有化や情報の管理を得意としています。

さらに、システムの詳細について別部門の担当者と折衝する中で、交渉スキルも磨いてまいりました。

それらの強みにより顧客の信頼を得ることで、担当業務の拡大へ繋ぐことが出来ていると考えております。

現在所属しているチームでは、これまでの個々の力量に頼った開発の仕方から、誰がやっても同じ結果を出せるような仕組みを取り入れ、開発の効率や品質を上げることに成功しました。

その仕組み作りに参加する中で、これまでのやり方を振り返り、あるべき姿に向けた改善や手順化や共通化を積極的に実施していくことが大事だと学びました。

例2

・品質向上の取り組み
お客様との仕様詰め結果をドキュメント化する作業においては、わずかな認識の違いが重大なミスにつながることを懸念し、作成する文章に認識違いがないか、必ずメンバー内で読み合わせ、その後お客様に提出するルールを作成し、徹底しています。（一人作業の抑制）
また、理解が曖昧なまま作業を進めることがないよう、口頭での決定事項と決定するに至った背景を質問票に起票し、都度お客様に提出しています。
「なぜこのような仕様になったか」という事を意識させることで、認識ズレを防いでいます。
・プロジェクト管理
プロジェクトリーダーを担当するようになってからは、メンバーのモチベーションや心理状態にも配慮しています。
作業のメリハリを意識させるために、帰宅前には翌日の課題と行動を確認するようにしています。また、小さな不満や不安を吸い上げるようチームミーティングと個別面談（雑談も交えながら）を継続実施しています。
経験上、自分自身のスケジュールが圧迫すると、モチベーションは高くても品質が低下する傾向があると考え、スケジュールの圧迫を防ぐ取り組みを「見積もり」と「日々の進捗管理」で行っています。
・見積もり：詳細な工程や作業に落とし込むことで、精度を高める。
・日々の進捗管理：遅れや遅れのリスクを探るべく、日々の作業状況を把握する。遅れ発生時には直ちに遅れを取り戻す作戦を立てる。
これらを実践することで、予定外の問題は極力減少し、品質に集中できる開発環境を作り上げています。

例3（今後のことを表現する内容）
今後は、これまで培ったシステム開発経験や業務スキルを活かし、お客様の経営課題を解決するシステムが提案･導入できるSEとしてキャリアを発展させていきたいと考えています。

例4（今後のことを表現する内容）

今後は今まで培った技術力・コミュニケーション能力を生かし、ソフトウェア開発だけでなく要件定義などの上流工程に積極的に携わっていきたいと考えています。

本書類の冒頭に自身の職務概要を記載することで、経験の大枠を読み手に理解して貰い、その後に詳しい内容を記載した方が伝わり易いと考えます。


職務内容、対象システム、対象業種、役割、経験年数、リーダー・マネジメント経験などをまとめて記載。





職務経歴欄では表現しきれない点を記載。


応募する職務内容や企業に沿った内容を記載。（自分が言いたい事とアピールとなる内容は異なることを理解して記載することがポイントです。）





履歴書にも記載があるため、有効な資格がない際は省略可





自己PRの構成として、


・経験（職務内容）をまとめて記載


・具体的に努力した点、工夫した点をエピソードを交えて記載


・今後（入社後）どういった仕事がしたいか、志向などを記載
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